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園庭に蝶やトンボが遊び、池に金魚やメダカの稚魚

が泳ぎ始めました。ツバメが忙しく餌を探し、夕方には

アブラコウモリが飛び回っています。イトトンボ、シジ

ミ蝶など、気を付けてみていると、自然はどこにでもあ

ります。今年、園庭にハクビシン、タヌキ、アライグマ

が現れました。アオサギも金魚を狙っていました。 

自然を探求する「みる」とは、豊かな自然の中で生活

すれば、自然をよく見るという誤解があるようです。先

生たちは、自分の園にどんな種類の木や虫や鳥などが

来ているか、その名前をどれだけ知っていますか？例

えば「イチョウの木」を「みて」、絵に描いて見ると、

枝の出かたを正しく表現できない方が多いようです。 

「見る」というのは「ただ見ている」のとは違い、「見

る」「視る」「観る」・・・と漢字を当てはめてみると、

「みる」でも色々違いがあることに気づきます。目を開

いて、見えている、どこかに焦点を絞って視る、見えて

いるものを考えながら視る。感覚器官としての眼が生

きていることではなくて、見ようとする、見たことを感

じる、見ていることを考えるなど、感じ、考えることと

一体になっていないと、本当の自然はみえてこないの

です。 

「あっ、みつけた」－そこに何がある。 

「動いている。毛がある。長い」－色々とみつける。 

「ちょっと気味悪い」―色々感じる。 

「毛虫だ、蝶か蛾になる」－これはこうだ。 

こうした過程の中で、子どもたちは自然を探求してい

くものだと思います。 

このように考えると、子どもたちをもう一歩深く自

然の探検家にするために、よくみるようにするにはど

うしたらよいか、考えてみましょう。

社会福祉法人えどがわ 

副理事長 秋山 秀阿 

（光徳保育園園長） 

「子どもの探求心」 
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令和 3年度おひさま交流運動会のテーマ 『～つなげよう みんなのかがやき 2021～』 

緊急事態宣言で、2 度の開催延期はありましたが、6 月 28 日に無事開催することが出来ました。人との接触が

限られているコロナ禍でも、おひさま保育園 23 園の子ども達が繋がり、交流を持ち、一人一人が輝く、笑顔にな

れる運動会を目的に準備を進めました。様々な方法を考え、今年度は初めて、リモートでの開催となりました。初め

ての経験で始まる前はワクワクドキドキの表情の子ども達でしたが、画面に違うおひさま保育園のお友達が映ると、

不思議そうに顔を見合わせる姿、元気いっぱい手を振る姿が見られ、挨拶や体操を通して、リモートならではの触

れ合いや関わり合いを楽しんでいました。競技の玉入れは、保育園ごとに楽しみ、最後に玉の総数を発表すること

で、おひさま保育園の繋がりや輪を感じることが出来ました。パラバルーンでは、気持ちを 1 つに演じ、心が繋が

り、とても華やかで、笑顔の溢れる時間となりました。 

リモートという新しい形の取り組みの中でも、子ども達の笑顔や元気な姿はとても印象的でした。変わりゆく時

世の中でも、法人職員一同、様々な思考を凝らし、おひさま保育園の子ども達が笑顔で輝ける取り組みを今後も行

っていきたいと思います。                    南葛西おひさま保育園 主任 市原 亮 

 おひさま交流運動会 
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新田おひさま

保育園は「心の

響育」を目標に

豊かな心の育ち

を目指し保育を

進めています。 

この春、蝶の

幼虫を育てたいという園長先生の提案に賛同した私

は、1㎝にも満たない幼虫を4匹捕まえてきました。

飼育ケースに入れ廊下に置くとすぐに興味を示した

のは年長組の子ども達。「何の虫？」「何になるのか

な？」と早速疑問が生まれました。最近の年長組は図

鑑で調べることに興味を持っていたため、誰かが「調

べてみる」と言い、しばらくして「先生！アゲハ蝶の

幼虫みたいだよ！」と興奮した表情で伝えに来てくれ

た A ちゃん。子ども達はすぐに幼虫の名前を考え、

幼虫が暮らすアパート名は『おもしろ荘』に。4匹の

住人は日々変化することで私達にワクワク感を与え

てくれました。子ども達は紙とペンを持ち、変化を必

死に記録していたことが印象深く残っています。子ど

も達の関心は高まっていき、私自身も 1 日に何度も

見に行き子ども達と会話し楽しみました。私達保育士

が真剣になればなる程、子ども達はもっと真剣になり

ます。いつしかお互い情報交換するまでになりました。

そして第 1 号がサナギに！慌てた様子で教えに来て

くれたのも A ちゃんでした。蝶になった時にお花が

あった方がいいんじゃない？蝶になったら嬉しい！

だけど逃がすよね。淋しいな。とそれぞれ感情が溢れ

ていました。サナギになって 14日目。ついに子ども

たちの前で蝶になりました。朝から保育園内は大興奮。

全員で巣立ちを見送りました。旅立った後の抜け殻を

見て「さみしいな」とつぶやく女の子の姿がありまし

た。 

この春、子ども達も私達保育士もたくさんの「心の

響育」を学びました。ありがとう、あおむしくん。 

新田おひさま保育園 副園長 吉野 久美子 

 

宇喜田おひさ

ま保育園は昨年

4 月に開園した

一番新しいおひ

さま保育園とし

て２年目を迎え

ました。宇喜田

第二住宅という大きな団地の１階にあり、園庭が広が

っています。園庭門から向かって左奥から幼児用のプ

ールに砂場・固定遊具と続き、右奥には乳児用の砂場

に滑り台、タイヤロープ（ブランコ）が設置されてい

ます。コロナ禍で異年齢児と一緒に遊ぶことは出来ま

せんが中央で仕切ることにより、小さいクラスの子ど

も達が幼児のダイナミックに遊ぶ姿を見、幼児クラス

の子ども達もコンビカーで遊ぶ乳児を目にするなど、

親しみを感じながらそれぞれ好きな遊びを元気に楽

しんでいます。 

「本物に触れる」ことを保育の中で大切にしています。

子ども達の遊び場は園庭だけではなく、園庭の目の前

に広がっている芝生やその先には児童遊園（通称実の

なる木公園）があります。自然豊かな環境の中で椿や

すもも、柑橘類の木々に親しみ、子どもたちはそれら

の成長を目にしながら、実際に実を手に取り、季節の

移り変わりを感じています。 

また、夏野菜の栽培では、きゅうりやかぼちゃ、お

くらなどを育てています。水やりを通して自然に触れ、

夏野菜が少しずつ大きくなっていく様子を楽しみ収

穫をし、触ったり匂いを嗅いだりと実際に触れること

で感じる心を大切にしています。子ども達も収穫の際

には「できたよー」と笑顔いっぱいの表情。 

これからも様々な経験や体験を通し、本物に触れな

がら豊かな心を育み、健やかな子ども達の笑顔をたく

さん引き出していきたいと思います。 

宇喜田おひさま保育園 副主任 渡邊 素子 

 おひさま TOPICS 
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決算報告 
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今回の絵本は、【にんじんだいすき】をご紹介します。うさぎのピョンタくんは、

にんじんが大好き。おなかが空いたので、にんじん畑に取りにいきました。大中

小と取ったにんじんのうち、小と中のにんじんをおいしそうに食べます。大きな

にんじんは、ママににんじんごはんやサラダ、そしておまけににんじんソフトク

リームを作ってもらうお話です。 

給食で毎日登場する「にんじん」ですが、残念ながら子どもにも大人にもあま

り人気のない野菜の 1つのようです。  

〈にんじんの嫌いな理由を調べてみました〉 

１位 におい 特に生のにんじんに独特なにおいが苦手 

２位 食 感 カレーやシチューに入れたフニャとした食感が苦手 

３位 見た目 食わずきらいかな？ 

法人給食は、にんじんに限らずさまざまな野菜をたくさん食べてもらえるように工夫をしています。じゃがいも

やワンタンの皮、小魚をカリカリに揚げてトッピングした「じゃこのカリカリサラダ」や何度かご紹介している法

人給食の大人気メニューの「納豆和え」ヨーグルトを使ったドレッシングは、これからに季節にさっぱりと食べら

れるサラダです。 

今回はヨーグルトドレッシングで作る「にんじんクリーミーサラダ」をご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出版社： PHP研究所 
作：さくらともこ 
絵：みさきゆい 

にんじんクリーミーサラダ 

法人給食だより 

【材 料】大人 2人分・子ども 2人分 

A 

・にんじん 中 1本 

・きゅうり 1本 

・きゃべつ 150ｇ 

・コーン缶 50ｇ 

・ハム  50ｇ 

・プロセスチーズ 50ｇ 

B 

・無糖ヨーグルト大さじ 4（60ｇ） 

・マヨネーズ 大さじ 2（25ｇ）      

・酢  大さじ 1（15ｇ） 

・砂糖  小さじ 1（15ｇ） 

・塩こしょう 適量 

 

【作り方】 

① 人参、きゅうり、きゃべつを千切りにする。塩を加えて、し

んなりするまで５分ほどおく。 

② Ｂのドレッシングを作り冷蔵庫で冷やしておく。 

③ ボールに①の水気を絞った野菜、ハム千切りとチーズ角切り

にしたものを加えます。 

④ ②で作ったヨーグルトドレッシングを入れて混ぜ合わせれ

ば出来上がり。 

 

給食担当部会 

https://www.kinokuniya.co.jp/images/goods/ar2/web/imgdata2/large/45696/456968484X.jpg
https://1.bp.blogspot.com/-HktguOB_szk/WYAyBHwUJrI/AAAAAAABFxk/hX8C3Cvj48shdFd8Q0-jVkZTO_MOFUz4QCLcBGAs/s800/food_ninjin_shirishiri.png
https://4.bp.blogspot.com/-WG2HIMJ_k_4/Uvy6DePb7yI/AAAAAAAAduc/8L3lL2sJKuk/s800/character_kyuuri.png
https://4.bp.blogspot.com/-wKpaYP0_rUE/Uvy5-B8qzYI/AAAAAAAAdtY/ChKukdqGDFQ/s800/character_cabbage.png
https://2.bp.blogspot.com/-TM31kgLgCpw/Uvy6KWMCUXI/AAAAAAAAdwY/dxbhHtJvQKc/s800/character_toumorokoshi.png
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緊急事態宣言や蔓延

防止措置が繰り返され

るコロナ禍の中、「お

ひさま保育園新しい生

活様式 1～6」を考え

ながらの保育園生活、

今までにない緊張感を

持って勤務していま

す。ある日、保育室に

行き子どもを見ている

と「園長先生は、おばあちゃんだけど好き」と言われ

た時、複雑な気持ちになりましたが、保育士の仕事を

して 40年近くなり、いつの間にか自分の娘と園児の

パパとママは、同じくらいの年頃になったことを考え

させられています。 

社会福祉法人えどがわに入職して、10年が過ぎ、そ

の間、民営化を 2園経験させて頂き、公立の先生方と

の出会いや保育を見る事が出来ました。そして新保育

システムや保育指針の改正など、とても勉強になりま

した。ある公立の先生が、「江戸川区の子ども達は、私

立も区立もなくどのように子どもと向き合うか、子ど

もにとって良い保育か皆で考えましょう」と言ってく

ださったことがとても嬉しかったことを覚えています。 

色々な方に出会い助けられました。こんなこともあ

りました、私が 20 代で初めて担任になり卒園児だっ

た子どもが、保育士資格を取り、法人の職員になり、同

僚として勤務している現実。「先生は、面白かったし憧

れの先生でした。」と保育士冥利に尽きます。長くコツ

コツ積み重ね、その時代にあった保育を臨機応変に察

知するためにこれからも子ども達と職員と共に東小松

川おひさま保育園の運営・保育をして行きたいと思い

ます。 

東小松川おひさま保育園園長 小笠原 晴子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度も早 3か月が過ぎ、引き続きコロナ禍の中での保育園運営となります。 

保護者の皆様と職員が協力し、安心安全そして、コロナ等感染症対策として、マスクの着用・

消毒・手洗い等の対策を継続しながら運営をしていきます。よろしくお願いします！ 

保護者のみなさまの声 

リレー随筆 

我が家の子ども達が、北葛西おひさま保育園に通い始めて 9年。先日、小学生の長男を連れて久しぶりに園に行くと、

園長先生をはじめたくさんの先生が「顔が見れて嬉しいよ」「背が高くなったね」等と声を掛けてくださいました。長

男も「知ってる先生はあんまりいなかったけど、俺がいた時と変わってないね。」と、嬉しそうでした。小さい頃から

家よりも長くいる保育園は、子ども達にとって「第二の我が家」。先生が変わっても、自分が大きくなっても、「変わっ

てない」と思わせる雰囲気作りをしてくださっている事を、ありがたく思います。 これからもたくさんの子ども達の

「第二の我が家」として、成長を見守り続けてください。              北葛西おひさま保育園より 

「かわいいねぇ」2歳になった娘が物や同年代の子を見てよく言う言葉です。最近では道端やテレビで赤ちゃんを見

てもよく言うようになりました。きっと保育園で子ども達が共に過ごす中で、先生が沢山子ども達を褒め、教えてく

れているからでしょうね。保育園に入園し１年が経ち、最初は泣いていて話すこともままならなかった娘が今は１歳

児クラスの子を可愛がってお世話していると聞き嬉しい気持ちでいっぱいです。上のクラスの子たちも娘を可愛がっ

てくれ様々な年代の子と交流することで精神的にもとても成長させてもらっています。上にお兄ちゃんがいるため我

が家では合わせて７年お世話になっています。園長先生をはじめ、若い先生も、ベテランの先生も、補助の先生も温

かく子ども達を見守ってくれる保育園です。コロナウイルスの流行がある中で保育園の運営も大変な事と思います。

毎日変わる事無く登園させてもらえる事に感謝でいっぱいです。これからも無理せず、どうぞ宜しくお願いします。 

松江おひさま保育園より 


